
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 輪之内町立輪之内中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２５日（土） 

 

実 施 概 要 

  
 ①音楽祭 
 ②オーケストラをバックに合唱。 
 ③保護者・お世話になった地域の皆様を招待。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   １３０ 人 
計 １４５ 人 

地域関係者    １５ 人 

 

実 施 状 況 

・音楽祭スローガン『百花声放～咲かせよう 輪中の Seika～』のもと、生

徒はスローガン達成に向けて、学級内で願いや思いを出し合い、気持ち

をひとつにして日常生活や合唱練習に取り組んだ。なかなか学級がひと

つにならないときも互いにかかわり合い、高め合う話し合い活動を大切

にし、先輩が手本となる姿をしめすことができた。 

・音楽祭当日の内容は、学級合唱曲の発表、オーケストラとの学年合唱の

発表と「校歌」「ふるさと」「ハレルヤ」を含む全校合唱曲の発表を行

った。 

・生徒達は互いに話し合った願いや思いをこめて合唱し、参観者の感動を

生み出すことができた。一人一人が堂々と歌い、誇りある自信に満ちた

合唱を発表した。 

・日頃からお世話になっているスクールガードリーダーや主任児童委員、

また地区推進委員の方へ招待状を出し、当日来ていただいた。当日は「ふ

るさと」の合唱の際に観客席で一緒に歌われている姿を見て、地域の方々

との一体感が感じられた。 

 

成果及び課題 

・日常生活の質的向上を大切にした取り組みを通して、互いにかかわり合

い、高め合うことの大切さを実感した。また、合唱に対する願いや思い

をさらに強くし表現技能を高めることができた。 

・オーケストラの演奏をバックに合唱をすることで、自分たちの高めてき

た合唱がより質の高いものとなった。 

・三年生にとっては最後の音楽祭となり、今まで練習してきた成果だけで

なく、先輩から受け継ぐ伝統を強く意識し、下級生に対して「いっしょ

に全力を出そう」と何度も呼びかけた。誇りある合唱会になるよう一人

一人が強い願いをもって行動できた。 

 
 


